
 

 

 

 

2020 年 11 月 19 日 

                        

中国銀行との｢ＡＴＭ利用手数料の相互無料化提携｣について 

  

  株式会社広島銀行（頭取 部谷 俊雄）では、株式会社中国銀行（頭取 加藤 貞則）とＡＴＭ   

利用手数料の相互無料化提携を実施しますので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．提携金融機関 

   中 国 銀 行 （岡山市北区丸の内 1丁目 15番 20号） 

 

２．提携の目的 

  当行および中国銀行のお客さまに、広島県と岡山県にそれぞれ充実したネットワークを持

つ両行のＡＴＭを、「他行ＡＴＭご利用手数料」無料で、相互にご利用いただけるようにする

ことで、お客さまの一層の利便性向上に努めるものです。 

３．サービス開始日 

   ２０２０年１２月２１日（月）予定 

４．サービス内容   

    ＡＴＭでのキャッシュ（ローン）カードによる預金のお引出し及びキャッシュカード振込に

かかる「他行ＡＴＭご利用手数料(１１０円)」を相互に無料化します。                  

＊ 時間外（平日の 8:45～18:00以外及び土･日･祝休日）の利用にかかる時間外手数料（110 円）は従来どおり必要です 

＊ キャッシュカード振込については、ＡＴＭ設置銀行所定の振込手数料が別途必要です 
 

《 当行のお客さまが中国銀行のＡＴＭを利用される場合の手数料 》 

《 中国銀行のお客さまが当行のＡＴＭを利用される場合の手数料 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用可能時間（最長）※１ 

手数料（税込） 

2020年 12月 20日 

まで 

2020年 12月 21日 

 以降 

平   日       ０８：４５～１８：００ １１０円 無 料 

平   日       

平   日       

土･日･祝休日 

０８：００～０８：４５ 

１８：００～２１：００ 

０８：００～２１：００ 

 

２２０円 

 

     １１０円 ※２ 

（時間外手数料） 

※１：ご利用可能時間については、各ＡＴＭコーナーにより、異なります。 

※２：〈ひろぎん〉トータルポイントサービスおよび〈ひろぎん〉バリューワンによるＡＴＭ時間外手数料無料    

サービスの特典の対象外です。 



 

 

 

 

 

当該店が行う税公金の取りまとめ

業務について、相互委託 

 

 

５．無料化の対象となるＡＴＭ拠点 

     両行のすべてのＡＴＭ拠点とします。 

     ＊ただし、コンビニＡＴＭおよび両行以外の金融機関が幹事の共同店舗外ＡＴＭを除きます。 

 

      【無料化対象ＡＴＭ拠点数】 （２０２０年１０月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

６．その他 

当行では、他金融機関との連携による多方面に亘る効率的な業務運営も進めております。 

今般、中国銀行との間で、両行の事務センターの活用による税公金の取りまとめ業務の  

相互委託についても合意し、２０２１年１月を目途に開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    以    上 

金融機関名 設置箇所数 設置台数 

広島銀行 ４７７ヵ所 ７９０台 

 うち広島県内 ４３１ヵ所 ７２５台 

 うち岡山県内          １６ヵ所 ２５台 

中国銀行 ３５５ヵ所 ７２６台 

 
うち広島県内 ５５ヵ所 ８９台 

うち岡山県内        ２６７ヵ所 ５８３台 

合  計 ８３２ヵ所 １,５１６台 

 

 

 

うち広島県内 ４８６ヵ所 ８１４台 

うち岡山県内        ２８３ヵ所 ６０８台 

 

広島銀行事務センター 中国銀行広島支店 

広島銀行岡山支店 中国銀行事務センター 

＜委託＞ 

＜委託＞ 

本件に関するお問い合わせ 

株式会社 広島銀行 営業統括部 

ＴＥＬ (082)247-5151（代表） 



  

 

 （別紙） 

広島銀行のＡＴＭ無料化提携実施状況 

 

 

［2009 年 3 月］ 

［2001 年 12 月］ 

［2000 年 5 月］ 

［2003 年 3 月］ 

［2000 年 9 月］ 

［   ］：提携時期 

［2015 年 3 月］ 

［2020 年 12 月（予定）］ 

【本件】 

［2001 年 11 月］ 

［2004 年 7 月］ 

［2003 年 7 月］ 


